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第５回市議会定例会

平成24年度予算総額
1,285億4,527万４千円が可決
（一般会計予算は745億9,300万円、特別・企業会計
　　　　　　　予算の総額は539億5,227万４千円）

議会事務局　　32-6785詳細
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〜
次
の
世
代
の
た
め
の
一
歩
を
〜

　

先
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
苫
小
牧
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

０
５
３
（
ゼ
ロ
ご
み
）
大
作
戦
〜
ス
テ
ー

ジ
３
〜
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
が
市
長
に
な
っ
て
す
ぐ
に
取
り
組
ん

だ
０
５
３
大
作
戦
で
す
が
、
こ
の
問
題
は

じ
っ
く
り
と
ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
ス
テ
ー
ジ
１
、
２
と

「
ゼ
ロ
ご
み
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
３
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
約
１
千
３
０
０
人
も
の
方
が
来

場
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
広
が
っ

た
市
民
の
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ
３

へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

『
次
の
世
代
の
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
未
来
の
苫
小
牧
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
り
、

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
家
庭
ご

み
の
有
料
化
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
で
は
小

さ
な
一
歩
で
も
、
地
域

が
一
丸
と
な
る
こ
と
で

大
き
な
前
進
と
な
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
今
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
常
に
見
つ
め
、

『
ゼ
ロ
ご
み
の
ま
ち
・

苫
小
牧
』
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
平
成
24
年
度
予
算
案
及
び
関
連
議
案
）

　

24
年
度
予
算
案
は
、
一
般
会
計
及
び
企
業
会
計
予

算
審
査
特
別
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、
一
般
会

計
は
賛
成
多
数
で
、
企
業
会
計
は
11
会
計
全
て
全
会

一
致
で
、
い
ず
れ
も
委
員
長
報
告
ど
お
り
原
案
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
に
は
、
敬
老
会
助

成
金
の
削
減
は
町
内
会
並
び
に
対
象
者
に
丁
寧
な
説

明
と
理
解
を
求
め
る
と
の
、
市
立
病
院
事
業
会
計
に

は
常
勤
麻
酔
医
の
確
保
に
議
会
と
し
て
最
大
限
に
協

力
す
る
と
の
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

24
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
745
億
9
千
300
万
円
、

ま
た
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
6
特
別
会
計
の
総
額

は
、
331
億
2
千
823
万
1
千
円
、
水
道
事
業
な
ど
5
企

業
会
計
の
総
額
は
、
208
億
2
千
404
万
3
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
議
案
と
し
て
一
般
会
計
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
た
職
員
定
数
の
見
直

し
な
ど
の
た
め
の
「
職
員
定
数
条
例
」
、
給
料
月
額

を
減
額
す
る
措
置
の
延
長
な
ど
の
た
め
の
「
特
別
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
」
、
住
居
手
当
廃
止

員
の
選
任
に
つ
い
て
、
上
田
宣
政
氏
、
谷
岡
裕
司
氏

の
再
任
と
新
た
に
岡
聖
子
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

（
平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
及
び
関
連
議
案
）　
　

　

23
年
度
補
正
予
算
案
は
、
一
般
会
計
が
未
執
行
予

算
額
の
調
整
な
ど
で
29
億
8
千
601
万
7
千
円
の
減

額
、
債
務
負
担
行
為
の
追
加
で
、
早
期
発
注
に
よ

る
景
気
浮
揚
対
策
の
た
め
の
舗
装
新
設
工
事
な
ど

2
億
6
千
13
万
7
千
円
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
は
、
市
立
病
院

の
出
張
医
と
嘱
託
看
護
師
の
増
員
に
よ
る
給
与
費

の
増
や
土
地
造
成
事
業
で
の
宅
地
売
却
に
伴
う
営

業
費
用
の
増
及
び
未
執
行
予
算
額
の
調
整
な
ど
で

9
億
7
千
210
万
5
千
円
の
減
額
、
債
務
負
担
行
為
の

追
加
で
、
早
期
発
注
に
よ
る
景
気
浮
揚
対
策
の
た
め

の
水
道
、
下
水
道
事
業
で
の
建
設
改
良
費
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
議
案
と
し
て
樽
前
山
火
山
砂
防
事
業

の
た
め
樽
前
放
牧
場
の
一
部
を
国
へ
譲
渡
す
る
た
め

の
「
土
地
の
譲
渡
」
と
「
牧
野
管
理
規
程
の
一
部
改

正
」
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
中
の
厚
生
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
ご
み
収
集

有
料
化
の
た
め
の
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
原
案
可
決
と

し
た
審
査
結
果
が
報
告
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
緊
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
費
を
増
額
す

る
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の

報
告
が
承
認
さ
れ
、
市
有
自
動
車
に
よ
る
物
損
事
故

2
件
の
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
長
か
ら
「
市
内
中
学
校
事
務

職
員
に
よ
る
金
銭
着
服
に
つ
い
て
」
の
行
政
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
2
件
と

文
教
経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
1
件
の
審
査

結
果
が
報
告
さ
れ
、
報
告
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
苫
小
牧
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　

第
５
回
市
議
会
定
例
会
は
２
月
24
日
㈮
か
ら
３
月
16
日
㈮
ま
で
開
か
れ
、
報
告
７
件
、
陳
情
４

件
、
議
案
52
件
、
意
見
書
５
件
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
「
平
成
24
年
度
各
会
計
予
算
案
」
な
ど

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
財
政
健
全
化
」
、
「
行
政
改
革
」
、
「
市
民
自
治
の
推
進
」
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、
今
年

度
の
重
点
施
策
「
企
業
誘
致
」
、
「
景
気
・
雇
用
対
策
」
、
「
０
５
３
大
作
戦
〜
ス
テ
ー
ジ
３

〜
」
、
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
ま
ち
な
か
再
生
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
、
「
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
、
「
福
祉
」
、
「
学
校
教
育
」
、
「
文
化
」
、
「
苫
小
牧
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と
総

合
計
画
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
今
年
度
の
主
要
施
策
を
掲
げ
た
市
長
の
市
政
方

針
及
び
、
教
育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
に
対
し
、
５
会
派
５
人
の
議
員
が
代
表
質
問
に
立
ち
、

震
災
瓦
れ
き
の
受
け
入
れ
、
財
政
健
全
化
と
行
政
改
革
、
景
気
・
雇
用
対
策
、
入
札
最
低
制
限
価

格
、
職
員
配
置
適
正
化
方
針
、
指
定
管
理
者
制
度
、
ま
ち
な
か
再
生
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に

つ
い
て
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
で
は
陳
情
の
審
査
の
ほ
か
、
自
動
車
運
送
事
業
の
廃
止

に
伴
う
会
計
状
況
、
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
の
見
直
し
、
第
３
期
障
害
基
本
計
画
、
美

術
館
基
本
計
画
、
日
新
団
地
建
替
事
業
検
討
委
員
会
の
経
過
、
新
千
歳
空
港
の
24
時
間
運
用
に
関

す
る
地
域
協
議
会
、
津
波
関
連
対
策
の
対
応
経
過
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
と
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

報　

告

◆ 

議　

案
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